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１９１７年（大正６年）〔13 歳〕

１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
）〔
13
歳
〕

「
辰
雄
日
誌 

１
９
１
７
」
No.
５ （
１
）

─
─
１
９
１
７
年
４
月
16
日
～
11
月
７
日
─
─

小
池
辰
雄

高
等
師
範
（
現
筑
波
大
学
）
附
属
中
学
校　
2
年

〇〇
１
９
１
７
年
４
月
16
日
（
月
）

晴
天
。
父
の
命
日
。
授
業
後
入
部
式
行
わ
る
。
帰
宅
せ
し
は
午
後
５
時
。
直
ち
に
父
の
命
日
な
れ
ば
仙

台
の
兄
と
共
に
染
井
の
墓
地
を
指
し
て
出
づ
。
途
の
道
悪
し
。
墓
地
の
中
を
歩
む
頃
は
日
既
に
森
に
陥
ら

ん
と
す
る
所
な
り
。
日
陰
は
淋
し
き
墓
に
淡
き
光
を
注
ぎ
、
気
自
ら
淋
し
き
に
陥
る
。
花
、
せ
ん
こ
を
買

い
求
め
、
父
の
墓
に
拝
む
。
四
囲
た
だ
寂
寞
。
顧
み
れ
ば
、
日
は
か
す
か
に
森
の
あ
な
た
に
光
を
残
す
。

家
に
帰
り
着
き
し
は
６
時
を
過
ぎ
ぬ
。

〇〇
１
９
１
７
年
４
月
17
日
（
火
）

晴
天
。
桜
の
花
、
次
第
に
時
な
ら
ぬ
雪
と
は
な
り
て
散
り
、
次
第
に
緑
色
の
若
葉
を
出
だ
せ
り
。
家
の

二
階
の
前
方
の
亭
々
と
聳
え
た
る
喬
木
も
や
や
緑
色
を
お
び
ぬ
。

〇〇
１
９
１
７
年
４
月
18
日
（
水
）

晴
天
。
今
日
、
体
操
の
時
間
は
50
米
の
往
復
。
即
ち
100
米
のRunning

を
す
。
我
、
19
秒
半
を
経
過
す
。

図
の
如
き
所
に
て
怪
我
を
す
。斜
に
割
合
に
深
く
切
る
。〔
ス
タ
ー
ト
地
点（
記
録
所
）と
折
り
返
し
点（
旗
）の
コ
ー

ス
の
図
あ
り
。
怪
我
を
せ
し
所
は
旗
の
付
近
〕

〇〇
１
９
１
７
年
４
月
19
日
（
木
）

晴
天
、
後
風
あ
り
。
欧
州
戦
争
、
独
逸
に
つ
い
て
の
長
瀬
と
い
う
人
の
談
話
を
聞
く
。
非
常
に
面
白
く

有
益
に
聞
く
。

〇〇
１
９
１
７
年
４
月
20
日
（
金
）
～
５
月
４
日
（
金
）

〔
記
載
な
し
〕

〇〇
１
９
１
７
年
５
月
５
日
（
土
）

雨
天
。
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
挙
行
す
る
は
ず
な
れ
ど
も
、
雨
中
に
て
明
日
に
の
ば
す
こ
と
に
な
り
ぬ
。
我
、

場
に
行
け
ど
も
空
し
く
す
み
ぬ
。
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１９１７年（大正６年）〔13 歳〕

〇〇
１
９
１
７
年
５
月
６
日
（
日
）

晴
天
。７
時
頃
一
等
の
艇
庫
に
着
く
。宮
脇
君
、吉
松
君
等
と
ボ
ー
ト
に
乗
り
て
逍
遥
す
。そ
の
中
、菊
池
君
、

納
富
君
、
天
野
君
等
来
る
。
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
わ
す
う
ち
に
、
知
ら
ず
時
来
り
て
遂
に
式
に
出
づ
る
こ
と

を
得
ず
。凡
そ
２
時
半
頃
ま
で
愉
快
に
ボ
ー
ト
に
乗
り
て
遊
び
ぬ
。３
年
と
の
レ
ー
ス
は
遂
に
勝
を
制
せ
り
。

我
も
舟
の
中
よ
り
赤
旗
を
ひ
る
が
え
ら
せ
て
後
援
を
せ
り
。
甲
乙
の
レ
ー
ス
は
遂
に
残
念
に
も
負
け
た
り
。

か
え
り
電
車
の
中
に
て
寝
ぬ
。

〇〇
１
９
１
７
年
５
月
７
日
（
月
）

晴
天
。
休
日
。

〇〇
１
９
１
７
年
５
月
８
日
（
火
）

雨
天
。
６
時
に
母
に
呼
び
起
こ
さ
る
。
時
に
強
い
雨
の
音
、
や
ね
を
つ
く
の
を
聞
く
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ

と
用
が
あ
り
た
る
た
め
な
り
。
そ
は
ま
ど
の
綱
が
切
れ
た
れ
ば
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
こ
と
ど
も
な
り
。
ま
ん

と
を
着
し
、
は
し
り
よ
り
て
二
階
の
雨
戸
を
開
け
滑
る
屋
根
を
ね
む
き
眼
を
こ
す
り
つ
つ
行
く
。
雨
と
風

に
て
身
は
寒
さ
を
感
ず
。
や
や
に
屋
根
を
つ
た
い
て
、
引
窓
の
上
に
来
る
。
綱
を
よ
う
や
く
に
む
す
び
つ

け
て
戻
る
。
後
ね
む
ろ
う
と
思
い
た
れ
ど
目
覚
め
て
眠
る
あ
た
わ
ず
。
呼
び
起
こ
さ
れ
た
る
時
、
ま
だ
夢

の
盛
り
な
れ
ば
起
き
が
た
か
り
し
を
台
所
の
あ
ま
り
に
ぬ
る
る
を
以
て
す
。
母
之
を
喜
ぶ
。〔
屋
根
の
上
の
引

窓
の
図
あ
り
〕

〇〇
１
９
１
７
年
５
月
９
日
（
水
）
～
７
月
20
日
（
金
）

〔
記
載
な
し
〕

【
大
正
６
年
夏
休
日
記
】（
江
ノ
島
、
片
瀬
海
岸
旅
行
記
）

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
21
日
（
土
）

晴
天
。
前
日
の
晩
は
ね
む
ら
れ
な
い
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
。
時
計
の
は
や
く
進
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
実

に
こ
の
と
き
は
い
の
る
の
で
あ
っ
た
。
４
時
半
に
目
が
さ
め
た
。
し
か
し
５
時
に
床
を
離
れ
た
。
準
備
周

到
で
あ
る
か
ら
、
顔
を
清
め
朝
飯
を
す
ま
せ
れ
ば
善
い
の
で
あ
っ
た
。
６
時
に
鞄
、
包
を
持
っ
て
家
を
去
っ

た
。
足
は
な
ん
と
な
く
早
め
ら
れ
た
。
や
が
て
、
武
田
君
の
家
に
つ
い
た
。
６
時
45
分
に
こ
こ
も
発
し
た
。

も
は
や
目
指
す
片
瀬
の
道
に
つ
い
た
。
片
瀬
は
ど
ん
な
よ
い
所
で
あ
ろ
う
？　
電
車
に
乗
り
こ
ん
だ
。
片

瀬
行
の
電
車
で
あ
る
。
飯
田
町
三
丁
目
を
出
発
し
た
と
き
既
に
停
電
の
時
が
来
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
突

如
に
電
車
は
運
転
を
と
め
た
。
何
だ
ろ
う
。
電
車
の
中
の
人
々
は
窗ま
ど
か
ら
首
を
出
し
て
見
る
。
四
方
八
方

か
ら
人
が
か
け
集
ま
っ
た
。
電
車
が
後
へ
つ
づ
く
こ
と
８
台
。
そ
は
自
動
車
が
江
戸
川
行
の
電
車
と
江
東

橋
行
と
の
電
車
が
来
る
間
に
自
動
車
が
横
ぎ
ろ
う
と
し
て
丁
度
電
車
間
に
入
っ
た
。
人
は
蟻
が
餌
に
つ
く
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１９１７年（大正６年）〔13 歳〕

様
に
あ
つ
ま
っ
た
。
し
か
た
が
な
い
の
で
重
い
荷
物
を
さ
げ
て
九
段
に
行
っ
た
。

東
京
駅
に
着
い
て
か
ら
す
こ
し
経
っ
て
改
札
口
が
開
い
た
。
喬
た
か
しさ

ん
、
四
郎
く
ん
等
と
汽
車
に
乗
っ
た
。

車
内
は
非
常
に
人
が
す
く
な
か
っ
た
。
東
京
市
の
上
を
車
輪
と
共
に
走
っ
た
。
市
の
通
り
は
次
へ
次
へ
と

送
ら
れ
た
。
や
が
て
東
京
を
過
ぎ
て
、
景
色
は
車
輪
と
共
に
回
転
さ
れ
た
。
１
時
間
半
を
過
ぎ
、
目
指
す

藤
沢
駅
へ
着
い
た
。
江
ノ
島
電
車
が
即
ち
す
ぐ
見
え
た
。
時
に
９
時
。

山
本
橋
に
９
時
20
分
着
。
江
ノ
島
電
車
を
下
り
て
、
我
等
が
家
へ
と
さ
し
た
。
地
図
に
見
え
る
如
く
、

見
渡
す
か
ぎ
り
松
原
で
あ
る
。
即
ち
午
前
よ
り
泳
ぎ
に
行
く
。
一
番
上
の
兄
〔
政
美
〕
と
青
木
の
喬
さ
ん
と

実
さ
ん
と
四
郎
く
ん
と
僕
と
宣
彦
君
（
武
田
）
と
で
あ
っ
た
。
未
だ
青
木
の
一
番
上
の
兄
の
三
弦
さ
ん
は
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
女
中
が
一
人
い
る
。
午
後
２
時
よ
り
泳
ぎ
に
行
っ
て
、
海
岸
で
菓
子
を
食
べ
る
（
持
参

の
菓
子
な
り
）。
夕
飯
後
、
柳
沢
さ
ん
の
所
へ
行
く
。
か
え
り
に
後
の
山
へ
上
っ
て
、
即
ち
龍
口
寺
に
参
る
。

日
蓮
上
人
の
名
刹
で
あ
る
。〔
片
瀬
付
近
略
図
あ
り
。
国
電
の
藤
沢
駅
。
江
ノ
島
電
車
の
駅
、藤
沢
、鵠
沼
、山
本
橋
、

片
瀬
（
現
在
の
江
ノ
島
駅
）。
片
瀬
川
。
我
等
が
家
８
号
。
砂
丘
、
砂
浜
、
海
。
註
：
こ
の
図
に
あ
る
海
岸
は
現
在
の

新
江
ノ
島
水
族
館
の
あ
る
片
瀬
西
浜
鵠
沼
海
水
浴
場
。
山
本
橋
付
近
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
片
瀬
教
会
、
湘
南
白
百
合

学
園
幼
稚
園
が
あ
る
〕

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
22
日
（
日
）

晴
天
。
起
床
《
６
時
半
》。《
今
日
は
日
曜
な
る
を
以
て
勉
強
は
無
し
》。
午
前
家
へ
手
紙
を
書
く
。《
午
後

２
時
よ
り
夕
飯
前
ま
で
海
に
行
く
》。
海
に
て
波
の
子
（
貝
）
や
か
に
を
取
っ
て
遊
ん
だ
り
、矢
な
げ
、ボ
ー

ル
な
ど
を
す
る
。
す
こ
し
泳
げ
る
様
に
な
る
。
黒
く
も
な
る
。
夕
飯
後
、
散
歩
に
出
づ
。
星
空
に
金
銀
の

砂
を
撒
け
る
如
く
に
か
が
や
く
。
江
ノ
島
の
橋
の
中
ほ
ど
ま
で
す
ず
み
に
い
く
。
実
に
海
の
美
観
に
涼
味

を
そ
え
、
言
の
絶
す
る
所
で
あ
っ
た
。
か
え
り
に
絵
葉
書
を
買
う
。
労
れ
は
て
即
ち
床
に
つ
く
。《
８
時
で

あ
る
》。
起
床
は
５
時
か
ら
６
時
半
ま
で
。
就
床
は
８
時
か
ら
８
時
半
ま
で
。
こ
れ
は
規
律
。

《　
》
の
あ
る
と
こ
ろ
は
規
則
の
所
で
あ
る
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
23
日
（
月
）

晴
天
。
起
床
５
時
半
。《
８
時
15
分
前
よ
り
９
時
15
分
ま
で
勉
強
》。《
程
の
色
々
の
時
間
に
は
本
を
よ
ん

だ
り
遊
ん
だ
り
新
聞
を
読
ん
だ
り
す
》。《
毎
食
の
御
飯
盛
は
か
わ
る
が
わ
る
や
る
》。
午
前
に
は
海
に
入
り
、

午
後
か
ら
は
上
の
兄
、
喬
さ
ん
、
実
さ
ん
と
四
郎
君
、
宣
彦
君
、
僕
と
二
組
に
分
か
れ
て
ボ
ー
ル
を
す
る
。

５
対
３
で
勝
利
を
得
る
。
砂
浜
で
や
る
。
か
え
っ
て
は
テ
ニ
ス
を
す
る
。
そ
れ
も
大
勝
利
で
非
常
に
気
持

が
よ
い
。
つ
り
も
し
た
が
と
れ
な
か
っ
た
。
７
時
半
就
床
す
。〔
海
岸
の
波
打
ち
際
に
半
分
砂
に
埋
ま
っ
て
い
る

二
つ
の
貝
の
図
あ
り
〕

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
24
日
（
火
）

晴
天
。
今
日
は
午
後
、
海
に
入
っ
て
ま
た
仕
合
を
し
た
が
と
う
と
う
負
け
た
。
13
対
11
で
負
け
た
。
午
前
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は
数
学
の
宿
題
を
や
る
。
ほ
ぼ
泳
げ
る
様
に
な
る
。
つ
り
も
だ
め
。
66
聯
隊
の
兄〔
龍
二
〕へ
絵
葉
書
を
出
す
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
25
日
（
水
）

快
晴
。
今
日
も
一
日
、
三み
つ
る弦

さ
ん
を
待
っ
て
み
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
な
か
っ
た
。
こ
の
間
か
ら
東
京
の
色
々

な
人
の
所
へ
皆
で
菓
子
を
送
る
様
に
書
い
た
。
今
日
も
書
い
た
。
午
後
か
ら
海
岸
で
ボ
ー
ル
を
や
っ
た
。

僕
の
方
の
組
が
11
対
10
で
勝
っ
た
が
見
事
な
勝
で
は
な
い
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
26
日
（
木
）

快
晴
。
起
床
５
時
半
。
朝
、
宣
彦
君
と
二
人
で
三
弦
さ
ん
と
泰
ち
ゃ
ん
を
む
か
え
に
行
っ
た
（
東
京
か
ら

こ
ら
れ
る
の
で
あ
る
）。い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。三
弦
は
御
機
嫌
が
わ
る
く
て
ね
ら
れ
た
。そ
の
氷
を
買
い
に
行
っ

た
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
27
日
（
金
）

晴
天
。三
弦
さ
ん
の
喉
は
今
日
も
悪
く
、一
日
中
寝
て
居
ら
れ
た
。柳
沢
さ
ん
が
見
舞
い
に
こ
ら
れ
た
。色
々

と
お
世
話
に
な
る
。
今
日
は
保〔
山
本
〕さ
ん
が
こ
ら
れ
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
、今
日
は
こ
ら
れ
な
か
っ
た
。

窪
田
君
の
所
へ
小
包
と
葉
書
を
24
日
に
送
っ
た
が
ま
だ
こ
な
い
。
前
に
上
村
君
の
所
よ
り
き
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
28
日
（
土
）

晴
天
。
今
朝
、
霧
が
か
か
っ
て
寒
い
位
で
あ
っ
た
。
保
さ
ん
が
こ
ら
れ
た
。
９
人
に
も
な
っ
た
。
三
弦

さ
ん
は
や
や
な
お
ら
れ
た
。
夜
は
非
常
に
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
以
下
は
日
々
の
規
則
の
如
し
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
29
日
（
日
）

晴
天
。
起
床
６
時
。
海
水
が
冷
や
か
で
あ
っ
た
。
保
さ
ん
と
泰
彦
君
が
東
京
へ
か
え
る
。
釣
を
し
た
が

な
に
も
獲
物
が
な
か
っ
た
。
夕
方
に
江
ノ
島
の
桟
橋
ま
で
《
散
歩
に
行
く
》《
雨
で
な
け
れ
ば
行
く
》。
柳
沢

さ
ん
の
家
へ
色
々
と
御
礼
に
行
く
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
30
日
（
月
）

晴
天
。
今
日
は
明
治
天
皇
祭
で
あ
る
。
午
後
の
海
で
武
田
君
が
目
を
怪
我
し
た
。
こ
の
日
は
暑
か
っ
た
。

今
日
も
散
歩
に
海
岸
へ
行
っ
た
。
行
く
度
に
肺
臓
が
奇
麗
に
な
っ
た
様
な
気
が
す
る
。

〇〇
１
９
１
７
年
７
月
31
日
（
火
）

晴
天
。
数
学
の
宿
題
は
仕
終
え
よ
う
と
思
っ
た
が
、
遂
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
嗚
呼
、
明
日
は
８
月
か
、

四
分
の
一
を
過
ご
し
た
。
広
瀬
君
の
所
か
ら
葉
書
が
来
た
。
僕
も
直
ち
に
書
い
て
、
返
事
を
送
っ
た
。
夜

ト
ラ
ン
プ
を
し
た
。
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〇〇
１
９
１
７
年
８
月
１
日
（
水
）

晴
天
。
例
の
如
く
海
に
行
く
。
波
が
荒
れ
て
い
た
の
で
大
き
い
人
達
は
鵠
沼
へ
波
乗
に
行
か
れ
た
。
午

後
よ
り
僕
等
は
板
子
を
買
い
に
行
っ
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
２
日
（
木
）

晴
天
。
今
日
は
午
前
に
吉
原
吉
彌
さ
ん
が
こ
ら
れ
る
。
こ
の
度
は
東
京
に
青
森
よ
り
移
ら
れ
た
。
直
ち

に
海
へ
行
っ
た
。
こ
の
頃
は
浮
輪
は
一
度
も
持
っ
て
行
か
な
い
。
板
子
を
持
っ
て
行
っ
て
、
波
乗
を
面
白

く
や
っ
た
。
遙
か
の
あ
な
た
が
真
赤
に
な
っ
て
い
る
。
蟹
で
あ
ろ
う
。
皆
で
そ
れ
に
向
か
っ
て
突
撃
を
試

み
た
。
目
の
鋭
い
蟹
は
即
ち
退
却
の
行
動
を
取
っ
た
。
軍
人
の
吉
彌
さ
ん
は
棒
を
も
っ
て
蟹
を
滅
茶
々
々

に
追
い
か
け
叩
き
仆
し
た
。
次
に
包
囲
攻
撃
を
し
た
。
四
人
で
蟹
を
う
ま
く
追
い
つ
め
て
蟹
は
遂
に
こ
の

様
に
か
こ
ま
れ
た
。
遂
に
進
退
谷
ま
っ
て
川
に
没
落
し
て
し
ま
っ
た
。
大
勝
利
で
凱
旋
す
る
。
家
へ
か
え
っ

て
ト
ラ
ン
プ
等
を
し
て
く
ら
し
た
。〔
註
：
海
に
そ
そ
ぐ
川
岸
の
砂
浜
に
棒
を
持
っ
た
四
人
に
か
こ
ま
れ
た
蟹
の
群

の
図
あ
り
。
こ
の
川
は
江
ノ
島
の
桟
橋
に
近
い
片
瀬
川
か
、
西
側
の
鵠
沼
海
岸
に
そ
そ
ぐ
辻
堂
と
の
境
の
引
地
川
で

あ
ろ
う
か
〕

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
３
日
（
金
）

雨
天
。
朝
、
散
歩
に
行
っ
た
。
途
中
で
雨
に
出
会
っ
た
の
で
大
急
ぎ
で
家
に
帰
っ
た
。
今
日
は
晴
れ
た

り
雨
に
な
っ
た
り
曇
っ
た
り
し
た
。
夕
方
、
江
ノ
島
に
散
歩
に
行
っ
た
。
海
の
波
は
非
常
に
荒
れ
て
い
た
。

風
も
非
常
に
あ
っ
た
。
天
に
は
薄
い
雲
が
流
れ
て
い
た
。
江
ノ
島
の
地
を
踏
ん
だ
こ
と
が
未
だ
嘗
て
な
い
。

歩
く
両
側
の
店
で
は
女
が
一
生
懸
命
に
売
れ
ん
こ
と
を
は
か
ら
っ
て
、
色
々
な
文
句
を
暗
礁
し
て
い
る
。
が

け
の
上
か
ら
海
を
な
が
め
た
と
き
の
お
そ
ろ
し
さ
。
は
る
か
の
下
で
波
が
打
っ
て
い
る
。
は
じ
め
て
栄さ
ざ
え螺

の
壺
焼
を
食
べ
た
。
晩
に
吉
彌
さ
ん
が
帰
ら
れ
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
４
日
（
土
）

晴
天
。
風
強
し
。
非
常
な
風
で
一
度
障
子
が
倒
れ
て
頭
を
打
っ
た
。
海
岸
へ
行
く
と
、
砂
が
た
い
へ
ん

な
速
度
で
走
っ
て
い
る
。
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
で
あ
っ
た
。
夕
方
、
川
で
泳
い
だ
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
５
日
（
日
）

快
晴
。
風
涼
し
。
朝
、
起
き
れ
ば
蚊
帳
の
外
よ
り
温
暖
な
日
光
と
涼
風
が
来
て
い
た
。
昨
日
の
こ
と
は

忘
れ
た
様
に
晴
れ
て
い
た
。
海
岸
で
遙
か
の
連
峰
と
近
く
の
海
を
写
生
し
た
。
富
士
、
神
山
、
二
子
山
、

箱
根
、
大
山
な
ど
空
高
く
そ
の
美
麗
な
る
姿
を
表
わ
し
て
居
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
６
日
（
月
）

晴
天
。
午
前
に
７
人
で
所
謂
片
瀬
の
人
の
泳
ぐ
所
へ
行
っ
て
雁
行
を
な
し
て
泳
い
だ
（
絵
の
如
く
）。
人
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が
大
勢
集
ま
っ
て
泳
い
で
い
る
ま
わ
り
を
ま
わ
っ
て
遠
泳
を
し
た
。
悉
々
両
輪
伸
で
あ
る
。
一
度
そ
こ
を

ま
わ
っ
て
向
こ
う
へ
着
こ
う
と
思
っ
た
が
、
ま
わ
れ
右
を
な
し
て
、
こ
ん
ど
は
桟
橋
目
が
け
て
進
ん
だ
。

桟
橋
の
元
を
去
る
こ
と
10
間
の
所
で
や
め
た
。
僕
は
初
め
１
町
泳
げ
る
か
な
あ
と
思
っ
た
く
ら
い
で
あ
っ

た
の
に
、
あ
さ
ま
し
さ
に
吃び
っ
く
り驚

し
た
。
７
、８
町
泳
い
だ
。
驚
い
た
が
全
く
嬉
し
か
っ
た
。
家
へ
戻
る
途
中
、

舟
が
海
へ
出
せ
な
い
で
こ
ま
っ
て
い
た
の
で
、
我
等
７
人
で
手
つ
だ
っ
て
海
へ
出
し
た
。
夜
、
例
の
如
く

散
歩
に
行
っ
た
。
家
へ
か
え
っ
た
時
の
足
の
だ
る
さ
。
今
日
午
後
、
三
弦
さ
ん
が
か
え
ら
れ
た
。〔
片
瀬
海

岸
東
浜
で
の
遠
泳
の
図
あ
り
。
東
浜
か
ら
東
（
鎌
倉
方
向
）
へ
向
か
っ
た
の
ち
、
反
転
し
て
西
へ
折
り
返
し
て
江
ノ

島
の
桟
橋
の
手
前
ま
で
泳
ぐ
〕

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
７
日
（
火
）

晴
天
。
水
泳
は
段
々
上
手
に
な
っ
て
来
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
８
日
（
水
）

晴
天
一
時
曇
る
。
今
日
も
別
に
記
す
様
な
こ
と
は
な
い
。
夜
散
歩
に
行
っ
た
が
、
眠
い
の
で
僕
等
だ
け

は
引
き
か
え
し
た
。
以
前
に
か
く
べ
き
事
で
あ
る
が
、《
井
戸
で
あ
る
》。
又
、
近
頃
は
門
の
あ
た
り
、
庭
な

ど
に
水
を
ま
く
規
則
が
出
来
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
９
日
（
木
）

快
晴
。
今
朝
、
三
弦
さ
ん
と
泰
彦
君
が
来
ら
る
。
即
ち
海
に
行
く
。
毎
日
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
日

も
地
引
を
し
て
い
た
。
跳
ね
る
魚
水
を
ち
ら
す
。
即
ち
そ
の
元
気
を
く
じ
け
た
。
12
時
家
へ
帰
る
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
10
日
（
金
）

晴
天
。
江
ノ
島
に
舟
を
出
し
て
行
っ
た
。
山
二
つ
と
い
う
所
の
少
し
先
で
あ
る
。
海
水
が
と
ろ
ん
と
し

て
い
て
下
の
、
岸
や
も
、
べ
ら
、
ふ
ぐ
、
く
ら
げ
な
ど
の
群
の
静
か
に
岩
の
間
を
面
白
そ
う
に
泳
ぎ
ま
わ

る
の
が
見
え
た
。
帰
り
は
泳
い
で
着
く
（
す
ず
き
の
７
、８
匹
が
藻
を
あ
せ
っ
て
い
る
の
も
見
る
）。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
11
日
（
土
）

快
晴
。
朝
非
常
に
天
気
が
よ
か
っ
た
の
で
、
海
岸
へ
写
生
に
行
っ
た
。
富
士
、
箱
根
、
大
山
、
二
子
山
、

神
山
等
、
悉
く
そ
の
姿
を
表
わ
し
て
い
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
12
日
（
日
）

〔
記
載
な
し
〕
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〇〇
１
９
１
７
年
８
月
13
日
（
月
）

海
の
波
が
荒
れ
て
居
た
の
で
波
乗
を
し
た
。
散
歩
は
今
日
も
し
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
14
日
（
火
）

晴
天
に
し
て
暑
し
。
昼
食
が
正
に
終
え
様
と
し
た
時
、
武
田
の
叔
父
様
が
不
意
に
こ
ら
れ
た
。
全
く
驚

か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
叔
父
様
は
僕
等
の
水
泳
と
、江
ノ
島
に
釣
に
行
く
こ
と
を
た
の
し
み
に
さ
れ
た
が
、

相
悪
く
天
候
の
為
残
念
に
も
お
め
に
か
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
夕
飯
す
ま
せ
て
片
瀬
川
へ
舟
を
出

し
に
行
っ
た
。
折
し
も
、
富
士
、
大
山
は
そ
の
青
き
美
麗
な
る
姿
を
夕
焼
の
紅
の
空
に
表
し
た
。
や
が
て

姿
も
消
え
失
せ
て
、
金
星
は
ま
ず
夜
な
る
こ
と
を
し
め
し
た
。
そ
よ
そ
よ
と
ふ
く
涼
風
に
小
波
が
川
の
う

え
に
表
れ
て
い
る
。
舟
は
風
に
送
ら
れ
て
上
へ
上
っ
て
行
く
青
蘆
も
た
め
に
ざ
わ
ざ
わ
と
そ
よ
い
て
い
た
。

夜
は
次
第
に
更
け
る
。
全
く
く
ら
く
な
っ
た
。
星
は
数
え
き
れ
な
い
。
か
え
る
時
も
来
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
15
日
（
水
）

曇
天
。
今
朝
、
叔
父
様
よ
り
食
後
に
我
等
と
し
て
名
望
な
る
と
の
御
話
を
う
か
が
っ
た
。
そ
し
て
朝
帰

ら
れ
た
。
夕
飯
後
の
散
歩
に
石
切
場
に
行
っ
た
。
15
丈
余
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
16
日
（
木
）

曇
天
。
豊
美
さ
ん
が
こ
ら
れ
た
が
、
雨
が
降
っ
た
。
夕
方
か
え
ら
れ
た
。
天
候
が
わ
る
く
て
残
念
で
あ
っ

た
。
夜
、
正
勝
さ
ん
を
招
い
て
色
々
の
面
白
い
遊
び
を
し
て
く
ら
し
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
17
日
（
金
）

曇
天
。テ
ニ
ス
を
し
た
が
我
等
小
さ
い
者
の
方
が
勝
つ
。午
後
よ
り
舟
を
出
し
て
櫓
を
漕
ぐ
練
習
を
し
た
。

初
め
て
舟
を
こ
い
だ
の
で
手
に
豆
を
作
っ
た
が
、
少
し
は
心
得
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
18
日
（
土
）

晴
天
。
午
後
よ
り
波
乗
の
練
習
を
し
た
。
又
、
500
米
のRunning

も
し
た
。
い
よ
い
よ
２
、３
日
延
期

さ
れ
て
い
た
灯
籠
流
も
決
行
さ
れ
た
。
紅
の
煙
雲
も
燃
え
終
っ
た
こ
ろ
川
に
は
何
隻
の
舟
が
遊
行
し
て
い

た
。
灯
籠
も
次
第
に
お
ろ
さ
れ
て
川
に
か
げ
を
う
つ
し
て
い
る
。
私
も
観
客
の
一
人
と
な
っ
て
舟
に
の
っ

た
。
小
さ
い
川
に
数
の
知
れ
な
い
灯
籠
が
静
か
な
川
の
中
に
浮
い
て
い
る
。
花
火
が
上
る
。
空
に
も
美
し

い
景
色
が
出
る
。
天
地
相
対
し
て
美
し
き
景
で
あ
っ
た
。
夢
の
中
の
様
で
四
囲
よ
り
明
る
い
光
に
蔽
わ
れ

て
、舟
よ
り
上
っ
た
と
き
は
夢
う
つ
つ
で
、ぼ
ん
や
り
と
し
て
し
ま
っ
た
。
や
が
て
ね
む
け
が
さ
し
て
来
て
、

だ
る
い
足
を
だ
し
て
目
は
自
然
に
初
々
と
じ
て
し
ま
っ
た
。
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〇〇
１
９
１
７
年
８
月
19
日
（
日
）

〔
記
載
な
し
〕

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
20
日
（
月
）

晴
天
。
昨
日
こ
ら
れ
た
三
弦
さ
ん
の
お
友
達
は
今
日
帰
ら
れ
た
。
中
内
君
が
夜
来
た
。
残
る
は
あ
と
11
日
。

悲
観
。
前
に
窪
田
君
の
兄
さ
ん
の
お
祝
を
い
っ
て
上
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
石
黒
先
生
か
ら
も
返
事
を
く

だ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
21
日
（
火
）

晴
天
。朝
、舟
を
出
し
た
。鉄
橋
の
架
し
て
あ
る
所
ま
で
行
っ
た
。こ
の
頃
はSixty-six

〔
66
〕を
よ
く
や
る
。

舟
に
も
よ
く
の
る
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
22
日
（
水
）

晴
天
。
飛
行
機
の
物
凄
い
爆
音
の
為
に
目
を
さ
ま
し
て
起
き
た
。
14
号
機
、
12
号
機
が
屋
根
の
左
肩
の

上
を
通
っ
て
行
っ
た
。
非
常
に
低
空
を
飛
行
し
た
。
再
び
帰
る
の
を
見
た
。
機
首
を
こ
な
た
へ
向
け
て
や

が
て
曲
げ
て
走
っ
て
行
っ
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
23
日
（
木
）

晴
天
。
朝
よ
り
す
こ
ぶ
る
よ
い
天
気
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
い
か
な
風
が
吹
い
て
居
た
。
併
し
我
々
は
江

ノ
島
回
遊
を
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
午
前
８
時
４
５
分
、
腹
に
か
ら
し
を
ま
き
、
そ
の
ほ
か
な
に
く
れ
と

用
意
を
整
え
て
出
発
し
た
。
や
が
て
舟
で
江
ノ
島
の
岸
本
楼
の
前
の
海
ま
で
来
た
。
そ
こ
よ
り
雁
行
を
な

し
て
愈
々
出
発
し
た
時
は
９
時
32
分
。
先
頭
は
実
さ
ん
、
次
に
三
弦
さ
ん
と
僕
、
そ
の
後
に
兄
と
宣
彦
君

と
四
郎
君
。
水
冷
や
か
に
し
て
、波
は
ば
さ
ば
さ
と
ゆ
る
。
さ
き
天
気
の
よ
か
っ
た
の
も
、い
さ
さ
か
曇
に
、

各
、
そ
の
悪
し
き
所
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
次
の
時
間
は
右
の
図
の
如
し
〔
註
：
江
之
島
遊
覧
図
の
絵
葉
書
に
江

ノ
島
を
ほ
ぼ
一
周
す
る
泳
ぎ
の
コ
ー
ス
と
８
ヶ
所
の
地
点
の
タ
イ
ム
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
〕。
泳
ぎ
に
く
い
の
で

全
く
悲
観
し
た
が
、
が
ん
ば
っ
た
。
幼
児
ヶ
淵
〔
江
ノ
島
の
西
端
〕
の
先
は
非
常
に
な
が
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

山
二
ツ
を
越
え
た
こ
ろ
尚
、
海
水
が
つ
め
た
く
て
ふ
る
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
風
は
反
対
に
吹
き
初
め

て
、
波
は
な
お
ば
さ
ば
さ
と
し
、
大
き
な
う
ね
り
が
く
る
。
着
い
た
と
き
は
11
時
50
分
凡
そ
２
時
間
20
分

で
回
遊
し
た
わ
け
で
あ
る
。
上
っ
た
と
き
は
、足
が
よ
ろ
よ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
ず
江
ノ
島
が
ま
わ
れ
た
の
で
、

後
は
心
得
が
よ
い
。
３
哩(

マ
イ
ル)

〔
約
4.8
キ
ロ
〕。

午
後
か
ら
は
泳
ぎ
の
方
を
な
ら
っ
た
。
毎
日
、
海
か
ら
帰
っ
て
か
ら
は
湯
に
入
る
様
に
今
日
も
湯
に
入
っ

て
、
よ
い
心
持
に
な
っ
て
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ト
ラ
ン
プ
を
し
た
。
夜
は
、
つ
か
れ
た
。
足
を
床
の
上
に

長
く
延
ば
し
て
ぐ
っ
す
り
ね
た
。
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〇〇
１
９
１
７
年
８
月
24
日
（
金
）

快
晴
。
午
前
の
内
は
曇
っ
て
居
た
の
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
鎌
倉
の
方
へ
行
っ
て
見
よ
う
と
、
皆
で
菓

子
、
弁
当
を
携
帯
し
て
柳
沢
さ
ん
と
共
に
出
掛
け
た
。
曇
っ
て
居
た
天
候
も
次
第
に
晴
れ
て
暑
い
日
が
照

り
だ
し
た
。
海
岸
を
つ
た
っ
て
稲
村
ヶ
崎
ま
で
行
く
。
そ
れ
よ
り
権
五
郎
餅
、片
瀬
ま
ん
じ
ゅ
う
を
求
め
た
。

稲
村
ヶ
崎
の
頂
上
へ
上
っ
た
。
そ
こ
に
法
則
違
反
の
者
が
居
た
。
な
に
か
と
い
う
と
山
上
よ
り
写
真
を
写

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
名
高
い
コ
ッ
ホ
先
生
の
手
植
の
檜
及
び
記
念
碑
が
立
て
ら
れ
て
あ
っ

た
。
我
々
の
昼
食
を
し
た
所
は
、今
よ
り
640
年
前
に
非
常
に
雨
が
降
ら
な
い
で
こ
ま
っ
た
と
き（
時
宗
の
時
代
）

良
観
と
い
う
僧
が
居
て
、
そ
れ
が
雨
が
降
ら
ん
こ
と
を
祈
っ
た
所
で
あ
る
。

目
下
に
広
げ
ら
れ
た
景
色
、
下
は
穏
や
か
な
海
が
鎌
倉
に
入
り
こ
み
、
海
の
か
な
か
に
葉
山
を
望
み
、

そ
の
あ
た
り
に
百
帆
が
浮
か
ぶ
の
が
ま
の
あ
た
り
に
見
え
る
。
平
野
は
即
ち
鎌
倉
の
町
で
あ
る
。
市
の
中

に
樹
木
を
ま
ぜ
て
い
る
。
一
目
町
を
見
る
に
、
達
展
の
色
う
つ
り
た
り
。
下
る
途
、
大
仏
を
望
む
。
温
良

な
る
お
顔
は
全
く
我
等
の
心
を
清
や
か
に
す
る
。
田
中
先
生
が
よ
く
鎌
倉
の
図
を
物
な
れ
た
様
に
黒
板
に

書
か
れ
る
が
、
鎌
倉
の
町
を
見
て
、
即
ち
そ
の
感
を
浮
か
べ
た
。
僕
と
宣
彦
君
と
泰
彦
君
で
八
幡
宮
へ
行
っ

た
。そ
の
外
の
人
は
海
岸
伝
い
に
中
央
幼
年
学
校
の
水
泳
場
を
さ
し
て
行
っ
た
。天
候
が
余
り
に
よ
い
の
で
、

急
い
で
詣
で
て
来
た
。
そ
し
て
皆
と
泳
い
だ
。
し
ば
ら
く
泳
い
で
か
え
っ
た
。

〇〇
１
９
１
７
年
８
月
25
日
（
土
）
～
10
月
29
日
（
月
）

〔
記
載
な
し
〕

〇〇
１
９
１
７
年
10
月
30
日
（
火
）

快
晴
。
満
月
。
我
が
学
校
の
創
立
記
念
日
。
午
前
10
時
、
本
校
の
生
徒
、
中
学
生
、
小
学
生
、
総
員
中

学
の
第
一
運
動
場
へ
集
合
し
た
。
嘉
納
校
長
よ
り
式
辞
が
あ
っ
た
。

「
今
日
は
我
が
学
校
の
創
立
記
念
日
で
あ
っ
て
、
大
い
に
記
念
す
べ
き
日
で
あ
る
。
我
が
国
に
於

て
最
も
旧
く
創
立
せ
ら
れ
、
又
我
が
国
と
し
て
記
念
す
べ
き
日
で
あ
る
」

と
い
わ
れ
た
の
も
お
ぼ
え
て
い
る
。
そ
の
後
一
同
撮
影
す
。
撮
影
後
、
中
学
生
一
同
講
堂
へ
集
合
し
、
校

長
よ
り
祝
辞
が
あ
る
。
又
４
年
、
５
年
の
上
級
生
４
、５
人
の
有
益
な
り
記
憶
す
べ
き
演
説
が
あ
っ
た
。
次

の
如
し
。

「
一
、
日
本
の
軍
備

　
今
や
欧
州
で
は
大
戦
乱
の
最
中
で
あ
る
。彼
等
は
そ
の
戦
争
中
、軍
備
に
非
常
に
重
き
を
置
き
、

或
は
毒
瓦
斯
・
装
甲
自
動
車
の
如
き
も
の
を
発
明
し
、
又
毒
瓦
斯
が
出
来
れ
ば
そ
れ
を
十
分
防

ぐ
こ
と
の
で
き
る
の
を
作
る
な
ど
、
化
学
の
応
用
に
よ
っ
て
非
常
な
戦
が
あ
る
。
又
、
米
国
の

如
き
は
一
時
に
一
万
台
の
飛
行
機
を
製
造
し
、
一
時
に
強
大
な
戦
艦
を
多
数
製
造
す
る
な
ど
実

に
軍
備
拡
張
に
は
心
を
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
顧
み
て
我
が
国
で
は
戦
争
の
為
に
丁
度
金

が
入
っ
て
成
金
に
な
る
も
の
ぞ
く
ぞ
く
あ
り
。
金
の
で
き
る
の
は
実
に
頼
も
し
い
が
、
彼
等
は
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た
だ
奢
侈
に
流
れ
遊
蕩
荒
情
し
て
空
し
く
そ
の
金
を
費
や
し
何
の
益
に
も
な
ら
な
い
。
あ
わ
れ

む
べ
き
な
り
。
彼
等
の
心
、
又
、
品
な
ど
を
も
て
あ
そ
ぶ
の
で
あ
る
。
彼
の
米
国
に
比
し
て
我

が
軍
備
を
見
よ
。
一
万
の
飛
行
機
を
一
時
に
つ
く
る
の
に
我
々
は
海
陸
合
わ
せ
て
百
台
を
越
せ

な
い
の
で
あ
る
。
軍
艦
と
い
え
ど
も
実
に
勢
力
は
微
小
な
も
の
で
は
な
い
か
。
何
ぞ
奮
起
し
て

勤
め
ざ
る
べ
け
ん
や
。

一
、
我
が
桐
陰
の
美
風
何
処
に
在
る
や

　
我
が
桐
陰
の
美
風
。
私
は
５
年
間
こ
の
桐
陰
会
の
会
員
と
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
桐
陰
の
美

風
と
い
う
が
、
私
は
そ
の
美
風
を
こ
こ
が
そ
の
桐
陰
の
美
風
で
あ
る
の
だ
な
ぁ
と
嘆
じ
た
こ
と

が
な
い
。
な
ん
か
ど
ん
よ
り
と
し
て
美
風
を
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

昔
の
美
風
が
た
だ
茫
然
と
流
れ
て
い
る
の
み
で
、
現
在
の
美
風
が
流
れ
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ

る
。
我
々
は
過
去
を
顧
み
る
の
よ
り
か
そ
れ
よ
り
も
そ
れ
を
す
て
て
現
在
を
つ
と
め
る
の
が
よ

い
。
現
在
、
桐
陰
の
状
況
は
如
何
で
あ
ろ
う
と
思
う
に
、
少
し
乱
れ
て
い
る
と
思
う
。
諸
君
、

忠
実
に
奮
励
し
て
こ
の
桐
陰
の
美
風
を
大
い
に
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
こ

の
ま
ま
次
第
に
お
と
ろ
え
て
行
け
ば
、
附
属
の
運
命
は
危
う
く
な
る
の
で
あ
る
。
真
に
忠
実
に

つ
と
め
て
大
い
に
そ
の
美
風
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
奮
励
す
べ
し

　
男
児
は
須
ら
く
質
実
剛
健
を
旨
と
す
べ
し
。
丁
度
し
た
物
た
と
え
ば
靴
下
、
靴
な
ど
を
飾
っ

て
見
た
り
す
る
こ
と
は
実
に
男
児
と
し
て
恥
ず
べ
き
行
で
あ
る
。
実
に
自
ら
努
め
て
忠
実
に
ま

じ
め
に
行
う
べ
き
こ
と
に
は
少
し
の
こ
と
で
も
ま
じ
め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
電

車
の
中
な
ど
で
時
々
衣
服
を
き
ど
っ
て
い
る
も
の
を
見
る
そ
の
度
毎
に
思
う
。
彼
と
学
業
の
競

争
を
し
た
な
ら
彼
に
は
必
ず
勝
っ
て
い
る
の
だ
。
我
々
に
は
大
い
に
奮
励
し
て
ま
じ
め
に
日
々

行
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
競
争
激
し
い
世
の
中
に
於
て
う
か
う
か
と
寸
時
も
ゆ

る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
世
の
中
と
は
世
界
の
こ
と
な
り
。
日
本
の
未
来
は
実
に
危
険
な

の
で
あ
る
。
此
の
国
家
の
た
め
に
尽
く
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
死
す
る
ま
で
奮
励
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」

〇〇
１
９
１
７
年
10
月
31
日
（
水
）

晴
天
。第
32
回
目
の
天
長
節
。既
望
。観
兵
式
。８
時
よ
り
式
あ
り
。先
ず
最
敬
礼
を
正
面
の
御
真
影
に
な
す
。

君
が
代
を
歌
う
。
次
に
勅
語
奉
答
を
歌
う
。
勅
語
次
に
校
長
の
演
説
が
あ
っ
た
。
そ
の
次
は
天
長
節
の
歌

を
う
た
っ
た
。

月
は
既
望
に
し
て
、
左
下
が
聊
か
消
え
た
り
。
星
、
炯
々
と
か
が
や
き
て
、
雲
白
く
月
の
光
を
ふ
く
め
り
、

瓦
鱗
相
重
な
り
て
屋
根
を
な
す
様
日
中
に
見
る
が
如
し
。水
影
地
に
う
つ
す
。木
の
葉
宛
ら
銀
の
葉
の
如
し
。

月
静
か
に
動
き
て
屋
根
の
上
に
来
れ
り
。
影
を
失
い
け
れ
ば
窗
よ
り
戻
り
ぬ
。
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〇〇
１
９
１
７
年
11
月
１
日
（
木
）

曇
。
別
に
記
事
な
し
。

〇〇
１
９
１
７
年
11
月
２
日
（
金
）

雨
天
。
植
物
の
臨
時
試
験
が
あ
っ
た
。

＊

１
９
１
８
年
（
大
正
７
年
）〔
14
歳
〕

高
等
師
範
（
現
筑
波
大
学
）
附
属
中
学
校　
３
年

〇〇
１
９
１
８
年
３
月
30
日
（
土
）

雨
天
。
英
国
、
21
日
黎
明
の
戦
。
18
隻
の
中
５
隻
は
沈
没
、
残
る
13
隻
は
オ
ス
テ
ン
ド
方
面
へ
退
却
す
。

英
仏
戦
隊
大
勝
。
ダ
ン
カ
ー
ク
沖
合
の
駆
逐
艦
戦
光
景
（
新
聞
の
文
章
に
よ
り
て
想
像
し
て
書
く
）。

独
軍
は
巴
里
を
距
る
120
粁
の
地
点
に
長
距
離
射
撃
砲
を
設
置
し
て
８
分
毎
に
発
射
し
て
巴
里
を
襲
う
。

大
正
７
年
３
月
24
日
午
前
７
時
再
び
砲
撃
を
開
始
す
。
独
軍
は
今
や
大
攻
撃
を
施
し
、
97
個
師
団
こ
の
西

部
戦
線
に
輸
送
せ
ら
れ
尚
集
中
せ
ら
る
。

そ
の
巨
砲
は
51
セ
ン
チ
の
物
ら
し
く
そ
の
砲
が
或
る
距
離
ま
で
く
る
と
爆
裂
し
て
そ
の
中
の
砲
24
セ
ン

チ
位
の
も
の
が
或
る
力
に
よ
っ
て
再
び
勢
い
を
加
え
て
巴
里
ま
で
飛
ぶ
様
な
し
か
け
で
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

独
逸
の
化
学
の
力
偉
大
な
る
と
い
う
べ
し
。〔
独
逸
軍
と
佛
蘭
西
軍
と
の
戦
の
地
図
の
ス
ケ
ッ
チ
あ
り
〕

〇〇
１
９
１
８
年
３
月
31
日
（
日
）
～
４
月
２
日
（
火
）

〔
記
載
な
し
〕

〇〇
１
９
１
８
年
４
月
３
日
（
水
）

晴
天
。
神
武
天
皇
祭
。
母
が
信
州
の
方
よ
り
帰
っ
て
来
ら
れ
た
。
後
藤
（
正
雄
）
中
尉
、
東
京
（
所
沢
）

大
阪
間
無
着
陸
で
無
事
飛
行
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
伝
を
よ
む
。
源
九
郎
義
経
を
よ
む
。
腰
越
状
の
課
を
読
ん
で
、

頼
朝
を
益
々
悪
み
、
義
経
に
同
情
す
る
こ
と
切
な
り
。
夜
、
葉
書
を
か
い
に
行
き
、
深
照
燈
、
五
条
を
見
る
。

電
気
博
覧
会
の
も
の
な
ら
ん
。

落
と
し
た
こ
と
、
３
月
31
日
、
電
気
博
覧
会
を
見
物
に
行
く
。

〇〇
１
９
１
８
年
４
月
４
日
（
木
）
～
７
日
（
日
）

〔
記
載
な
し
〕
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〇〇
１
９
１
８
年
４
月
８
日
（
月
）

晴
天
。
春
休
は
昨
日
で
終
っ
た
。
９
時
、
講
堂
に
入
る
。
新
入
学
生
徒
の
喜
び
や
。
そ
の
当
時
は
早
２

年
の
昔
と
な
り
ぬ
。
併
し
、
３
年
生
と
な
っ
た
今
の
心
地
は
如
何
。
喜
び
よ
り
も
先
に
、
責
務
の
重
大
な

る
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
桜
は
今
や
満
開
な
り
。
そ
れ
我
等
の
固
き
決
心
を
祝
す
に
あ
ら
ず
や
。

嘉
納
校
長
は
、
滾
々
と
諭
さ
れ
た
。
人
と
な
れ
、
実
力
を
養
え
、
大
い
に
運
動
す
べ
し
。
決
心
す
る
こ

と
は
ま
さ
し
く
こ
れ
で
あ
る
。
今
日
、山
内
先
生
、亀
山
先
生
の
両
先
生
が
学
校
を
去
ら
る
る
告
別
式
が
あ
っ

た
。
山
内
先
生
に
は
殊
に
数
学
を
教
え
て
戴
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
懇
ろ
に
最
も
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
先
生
が
今
去
ら
る
る
と
な
る
と
悲
し
く
残
念
で
あ
る
。
並
び
に
数
人
の
諸
先
生
が

来
ら
れ
た
。

第
二
校
舎
の
二
階
の
右
よ
り
二
番
目
の
教
室
は
我
が
３
年
級
の
行
く
べ
き
所
で
あ
る
。
遙
に
の
ぞ
む
そ

の
室
を
、
そ
の
室
に
光
を
は
な
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

軈や
が
て
帰
宅
し
た
。
夕
方
、
毬
投
げ
を
し
た
。
明
日
よ
り
愈
々
３
年
の
事
業
に
着
手
す
る
の
だ
。

〇〇
１
９
１
８
年
４
月
９
日
（
火
）
～
14
日
（
月
）

〔
記
載
な
し
〕

〇〇
１
９
１
８
年
４
月
15
日
（
火
）

晴
天
。
少
年
鑑
は
僕
の
常
に
そ
ば
に
置
い
て
あ
る
本
で
あ
る
。
今
日
も
有
益
な
る
話
を
読
ん
だ
。
読
め

ば
読
む
ほ
ど
深
く
あ
じ
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

〔
独
逸
と
英
仏
と
の
戦
の
地
図
の
ス
ケ
ッ
チ
あ
り
〕


